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こ
の
論
文
を
讀
む
人
は
、
更
に
大
正
十
四
年
十
二
月
發
行
の
『
白
鳥

　
　
　
　
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
中
に
收
め
た
拙
稿
「
歴
史
上
よ
り
觀

　
　
　
　
た
る
南
北
支
那
」
（
本
全
集
第
二
卷
所
收
）
を
參
照
あ
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
支
那
に
は
古
來
南
北
の
區
別
が
あ
つ
て
、
風
俗
・
人
情
・
地
味
・
物
産
等
百

般
に
渉
つ
て
、
顯
著
な
る
相
違
を
有
し
て
居
る
。
こ
の
南
北
の
區
別
を
基
礎
と

し
て
、
歴
史
上
よ
り
南
支
那
開
發
の
蹟
を
た
づ
ぬ
る
こ
と
は
、
可
な
り
興
味
深

い
問
題
と
思
ふ
。

　
一
體
支
那
の
古
代
に
於
て
、
純
支
那
人
と
も
い
ふ
べ
き
漢
族
の
根
據
地
は
、

黄
河
流
域
の
北
支
那
に
限
つ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
そ
の
根
據
地
を
中
國
と

か
中
夏
と
か
、
又
は
華
夏
と
か
誇
稱
し
た
が
、
そ
は
今
の
河
南
省
を
中
心
と
し

た
北
支
那
の
異
名
に
過
ぎ
ぬ
。
當
時
揚
子
江
沿
岸
の
南
支
那
は
、
蠻
夷
の
域
と

し
て
擯
斥
さ
れ
て
居
つ
た
。

　
春
秋
戰
國
に
か
け
て
約
五
百
年
間
は
、
支
那
の
文
化
の
絢
爛
を
極
め
た
時
代

で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
に
出
た
文
武
の
大
人
物
を
見
渡
す
と
、
皆
北
支
那
の
産

で
、
南
支
那
人
は
殆
ど
見
當
ら
ぬ
。
例
へ
ば
儒
家
の
孔
子
・
子
思
・
孟
子
・
荀

子
の
如
き
、
道
家
の
老
子
・
列
子
・
莊
子
の
如
き
、
兵
家
の
孫
・
呉
二
子
の
如

き
、
縱
横
家
の
蘇
秦
・
張
儀
の
如
き
、
そ
の
他
管
仲
も
墨
翟
も
楊
朱
も
韓
非
も
、

皆
北
支
那
の
人
で
あ
る
。
南
支
那
に
は
之
に
比
敵
す
べ
き
一
個
の
大
人
物
を
も

見
出
し
難
い
。

　
秦
の
始
皇
帝
や
、
漢
の
武
帝
が
、
南
方
經
營
に
力
を
盡
く
し
、
こ
の
方
面
に

漢
族
の
移
住
す
る
者
多
き
を
加
ふ
る
と
共
に
、
南
支
那
の
風
氣
は
幾
分
開
發
さ

れ
て
來
た
け
れ
ど
、
漢
代
の
諺
に
も
、
關
西
出
將
、
關
東
出
相
と
あ
る
通
り
、

文
武
の
大
人
物
は
み
な
函
谷
關
（
河
南
省
）
の
左
右
に
當
る
北
支
那
か
ら
出
て

來
た
。
始
め
て
漢
と
西
域
（
中
央
ア
ジ
ア
）
と
の
交
通
を
開
い
て
、
そ
の
功
績

を
さ
を
さ
新
大
陸
發
見
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
も
比
較
さ
れ
る
、
張
騫
は
漢
中
（
陝

西
省
）
の
人
、
支
那
史
學
の
開
祖
で
、
支
那
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
呼
ば
れ
る
司
馬

遷
は
龍
門
（
陝
西
省
）
の
人
、
訓
詁
學
の
大
家
で
、
一
部
の
經
學
者
か
ら
孔
子

以
上
に
尊
崇
さ
れ
た
鄭
玄
は
北
海
（
山
東
省
）
の
人
、
支
那
嫌
で
有
名
な
平
田

篤
胤
す
ら
、
孔
子
以
後
唯
有
孔
明
と
て
、
そ
の
完
全
無
缺
の
人
格
を
推
奬
措
か

ざ
る
諸
葛
亮
（
孔
明
）
は
、
瑯
邪
（
山
東
省
）
の
人
、
何
れ
も
北
支
那
に
屬
す

る
。
兩
漢
三
國
時
代
を
通
じ
て
、
文
化
の
中
樞
が
依
然
北
支
那
に
存
し
た
こ
と

は
、
否
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
然
る
に
今
よ
り
約
千
六
百
年
前
に
、
匈
奴
・
羯



・
鮮
卑
・
※



・
羌
等
の
所
謂

五
胡
と
稱
す
る
塞
外
種
族
、
或
は
之
に
烏
丸






を
加
へ
て
六
夷
と
稱
す
る
塞
外
種

族
が
、
北
支
那
を
占
領
し
て
、
漢
族
の
建
て
た
晉
室
は
、
彼
等
の
爲
に
、
洛
陽

（
河
南
省
）
、
長
安
（
陝
西
省
）
の
舊
都
を
奪
は
れ
、
揚
子
江
の
南
の
建
康

（
江
蘇
省
）
に
都
を
移
し
て
、
東
南
半
璧
の
天
地
に
東
晉
を
建
設
す
る
こ
と
と

な
つ
た
。
か
く
て
古
來
漢
族
の
根
據
地
で
、
同
時
に
文
化
の
中
心
點
で
あ
つ
た

北
支
那
が
、
爾
後
三
百
年
間
、
殺
伐
野
蠻
な
塞
外
諸
族
に
占
領
さ
る
る
と
共
に
、

彼
等
の
支
配
の
下
に
、
漢
族
は
多
大
の
輕
悔
と
虐
待
を
受
け
た
こ
と
申
す
迄
も

な
い
。
彼
等
は
漢
族
を
斥
け
て
漢
狗
と
い
ひ
、
又
一
錢
漢
と
い
ふ
。
漢
と
は
漢

族
（
支
那
人
）
の
こ
と
で
、
漢
狗
と
は
狗
同
樣
の
漢
人
と
い
ふ
意
味
、
一
錢
漢

と
は
一
文
奴
の
漢
人
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
卑
劣
漢
と
か
無
頼
漢
と
か
、
乃
至

癡
漢
・
惡
漢
・
沒
曉
漢
と
か
、
す
べ
て
人
を
痛
罵
す
る
時
に
、
漢
の
字
を
使
用

す
る
こ
と
は
、
五
胡
時
代
以
後
の
慣
習
に
外
な
ら
ぬ
。

　
之
に
反
し
て
南
支
那
は
こ
の
三
百
年
の
間
、
終
始
漢
族
の
天
子
を
戴
い
た
。

3



晉
室
の
南
渡
と
共
に
、
中
國
の
貴
顯
・
大
官
・
名
族
・
甲
姓
　
　
學
問
に
於
て
、

知
識
に
於
て
、
當
時
尤
も
卓
越
し
た
漢
族
　
　
の
多
數
が
、
塞
外
諸
族
の
支
配

を
見
限
つ
て
、
南
支
那
に
移
轉
し
永
住
し
た
こ
と
が
、
漢
族
特
有
の
文
化
を
傳

播
し
て
、
南
方
開
發
に
多
大
の
貢
獻
を
な
す
に
至
つ
た
こ
と
勿
論
で
あ
る
、
か

く
て
こ
の
期
間
に
於
け
る
人
物
は
、
却
つ
て
多
く
南
方
に
輩
出
し
た
樣
に
思
ふ
。

書
道
の
神
と
呼
ば
る
る
王
羲
之
、
畫
家
の
聖
と
推
さ
る
る
顧
愷
之
は
、
皆
南
支

那
に
人
と
爲
つ
て
居
る
。
兔
に
角
南
方
の
文
化
が
優
に
北
方
の
そ
れ
に
對
抗
す

る
を
得
、
ま
た
南
方
の
人
物
が
優
に
北
方
の
そ
れ
に
比
敵
す
る
こ
と
が
出
來
、

時
に
或
は
之
を
凌
駕
せ
ん
と
す
る
勢
さ
へ
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
晉
室
の
南
渡

以
來
の
新
現
象
で
、
確
に
破
天
荒
の
事
件
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
關
す
る

や
や
詳
細
の
記
事
は
、
大
正
三
年
十
月
の
『
藝
文
』
に
掲
げ
た
、
「
晉
室
の
南

渡
と
南
方
の
開
發
」
（
本
卷
一
三
七
頁
參
照
）
。
と
い
ふ
拙
稿
中
に
述
べ
て
あ

る
か
ら
、
併
せ
て
參
考
あ
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
隋
唐
時
代
に
南
支
那
の
風
氣
は
一
層
開
發
さ
れ
た
が
、
そ
の
實
こ
は
南
支
那

の
北
部
、
即
ち
今
の
江
蘇
・
安
徽
・
浙
江
方
面
に
限
つ
た
こ
と
で
、
南
支
那
の

南
部
に
あ
る
、
今
の
湖
南
や
江
西
の
南
邊
、
乃
至
福
建
・
廣
東
方
面
は
、
唐
時

代
に
於
て
も
、
そ
の
文
化
頗
る
微
々
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
福
建
地
方
で
古
來

尤
も
勢
力
を
有
す
る
、
林
・
黄
・
陳
・
鄭
の
所
謂
四
姓
も
、
晉
室
南
渡
の
頃
に
、

北
支
那
か
ら
茲
に
移
住
し
來
て
、
藝
文
儒
術
の
萌
芽
を
扶
植
し
た
と
傳
へ
ら
れ

て
居
る
。
さ
れ
ど
唐
の
中
世
の
頃
ま
で
、
こ
の
地
方
の
人
物
で
進
士
の
科
、
即

ち
當
時
の
高
等
文
官
試
驗
を
通
過
し
た
も
の
が
、
極
め
て
寂
寥
た
る
の
を
見
る

と
、
當
時
の
文
化
の
程
度
の
貧
弱
な
る
こ
と
、
察
知
し
得
て
餘
り
あ
る
で
は
な

い
か
。

　
廣
東
・
廣
西
方
面
は
一
層
未
開
で
あ
る
。
漢
代
か
ら
六
朝
を
經
て
、
唐
代
に

か
け
て
、
嶺
南
地
方
は
政
治
犯
罪
者
、
若
く
ば
そ
の
家
屬
の
遠
謫
さ
れ
る
場
所

で
あ
つ
た
。
韓
退
之
が
唐
の
憲
宗
の
佛
骨
を
迎
ふ
る
を
諫
め
て
罪
を
得
、
西
暦

八
百
十
九
年
に
潮
州
に
流
さ
れ
た
。
潮
州
は
今
の
廣
東
省
の
潮
安
縣
（
も
と
の

潮
州
府
）
に
當
る
。
有
名
な
雲
横
秦
嶺
家
何
在
、
雪
擁
藍
關
馬
不
前
の
句
は
、

こ
の
時
の
作
で
、
秦
嶺
も
藍
關
も
、
唐
都
長
安
か
ら
潮
州
に
至
る
途
中
の
地
名

で
あ
る
。
同
時
代
の
柳
子
厚
も
亦
、
王
叔
文
の
黨
徒
と
し
て
咎
を
受
け
、
憲
宗

の
時
西
暦
八
百
五
年
に
永
州
（
湖
南
省
）
の
司
馬
に
貶
せ
ら
れ
、
つ
い
で
八
百

十
五
年
に
柳
州
（
廣
西
省
）
の
刺
史
に
移
さ
れ
た
。
彼
の
詩
句
に
、
一
身
去
國

六
千
里
、
萬
死
投
荒
十
二
年
と
あ
る
の
は
、
柳
州
の
作
で
あ
る
。

　
か
く
政
治
犯
罪
者
　
　
知
識
階
級
に
屬
す
る
　
　
が
貶
謫
さ
れ
て
、
そ
の
儘

南
方
に
永
住
す
る
者
、
即
ち
當
時
い
は
ゆ
る
落
南
の
人
士
が
次
第
に
多
き
を
加

へ
、
又
唐
の
中
世
の
安
史
の
亂
、
さ
て
は
唐
末
五
代
の
亂
に
、
北
方
の
士
庶
の

難
を
南
方
に
避
く
る
者
も
尠
く
な
か
つ
た
。
此
等
の
理
由
に
よ
つ
て
、
福
建
・

兩
廣
方
面
の
文
運
も
、
代
一
代
と
開
け
て
行
く
。
殊
に
晉
の
南
渡
の
後
ち
約
八

百
年
に
し
て
、
宋
の
南
渡
が
起
る
。
西
暦
千
百
二
十
七
年
に
、
宋
は
塞
外
よ
り

起
つ
た
女
眞
（
金
）
種
族
の
爲
に
、
そ
の
國
都
開
封
（
河
南
省
）
を
陷
ら
れ
、

宋
の
高
宗
は
南
に
移
り
、
遂
に
杭
州
（
浙
江
省
）
を
根
據
と
し
て
、
こ
こ
に
宋

室
を
中
興
し
た
。
宋
の
南
渡
と
共
に
、
北
支
那
の
名
門
・
右
族
が
多
く
王
室
に

從
つ
て
江
南
に
移
住
し
た
こ
と
は
、
東
晉
時
代
と
略
同
樣
で
あ
る
。
韓
世
忠

（
陝
西
省
）
、
岳
飛
（
河
南
省
）
、
張
俊
（
甘
肅
省
）
等
、
南
宋
の
初
期
に
活

躍
し
た
人
を
見
渡
し
て
も
、
北
支
那
か
ら
南
移
し
た
者
が
多
い
。
此
等
の
事
情

は
勿
論
南
方
の
開
發
に
、
可
な
り
大
な
る
影
響
を
與
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
南
宋
時
代
に
於
け
る
福
建
地
方
の
開
發
は
、
眞
に
刮
目
に
價
す
る
。
唐
の
中
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世
ま
で
人
文
未
開
の
域
で
あ
つ
た
福
建
が
、
三
四
百
年
後
の
南
宋
時
代
に
な
る

と
、
道
學
者
の
淵
藪
と
な
つ
た
。
大
儒
朱
子
の
如
き
安
徽
の
産
で
は
あ
る
が
、

主
と
し
て
福
建
で
修
業
を
し
た
。
故
に
當
時
朱
子
の
學
派
を
指
し
て
閩
學
と
稱

し
た
。
閩
と
は
福
建
の
異
名
に
過
ぎ
ぬ
。
實
際
道
家
若
く
ば
宋
學
の
錚
々
た
る

者
に
は
、
福
建
出
身
が
多
い
。
楊
時
（
龜
山
）
や
胡
安
國
や
羅
從
彦
や
李
侗

（
延
平
）
や
、
は
た
蔡
沈
・
黄
幹
ら
、
何
れ
も
福
建
に
人
と
爲
つ
た
。
當
時
の

人
が
、
福
建
地
方
を
指
し
て
、
古
の
鄒
（
孟
子
の
生
地
）
魯
（
孔
子
の
生
地
）

又
は
古
の
中
原
に
比
し
た
の
は
無
理
な
ら
ぬ
次
第
で
あ
る
。
福
建
に
隣
接
す
る

嶺
南
地
方
の
文
化
が
、
之
が
爲
に
多
大
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
、
勿
論
と
い
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
南
宋
は
蒙
古
種
族
に
滅
ぼ
さ
れ
て
、
元
朝
が
支
那
を
統
一
す
る
。
元
の
後
が

明
で
、
明
が
滅
亡
す
る
と
、
滿
洲
か
ら
興
つ
た
清
朝
が
之
に
代
つ
て
天
下
を
支

配
し
た
。
此
の
如
く
唐
以
後
の
北
支
那
は
、
遼
・
金
・
元
と
引
き
續
き
、
明
一

代
を
除
い
て
又
清
と
い
ふ
風
に
、
絶
え
ず
塞
外
種
族
の
壓
迫
や
蹂
躙
に
よ
つ
て
、

傳
來
の
文
物
が
萎
靡
す
る
間
に
、
南
支
那
は
比
較
的
に
此
等
の
災
厄
か
ら
超
脱

し
て
、
そ
の
學
術
・
文
藝
を
保
存
長
成
す
る
こ
と
が
出
來
た
。

　
南
宋
以
來
の
大
勢
を
達
觀
す
る
と
、
北
支
那
の
文
化
は
到
底
南
支
那
の
そ
れ

に
比
敵
し
得
ざ
る
こ
と
、
明
白
に
し
て
疑
を
容
れ
ぬ
。
朱
子
を
始
め
、
宋
の
陸

象
山
（
江
西
省
）
と
か
、
明
の
王
陽
明
（
浙
江
省
）
と
か
、
大
思
想
家
は
皆
南

支
那
の
産
で
あ
る
。
清
一
代
の
思
想
・
學
術
に
甚
大
な
る
影
響
を
與
へ
た
顧
炎

武
（
江
蘇
省
）
、
黄
宗
羲
（
浙
江
省
）
、
王
船
山
（
湖
南
省
）
等
の
先
覺
者
も
、

亦
同
樣
す
べ
て
南
支
那
に
屬
す
る
。
公
羊
學
の
流
行
は
、
支
那
近
代
學
界
の
一

特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
公
羊
學
の
開
拓
に
功
勞
あ
る
學
者
は
、
莊
述
祖
（
江
蘇

省
）
、
※
自
珍








（
浙
江
省
）
等
南
支
那
人
が
多
い
。
そ
の
他
變
法
自
強
の
提
唱

と
い
ひ
、
孔
子
教
の
更
張
と
い
ひ
、
す
べ
て
此
等
の
新
氣
運
は
、
南
支
那
か
ら

勃
興
し
て
來
る
。

　
科
擧
は
支
那
人
に
と
つ
て
の
登
龍
門
で
あ
る
。
支
那
人
の
學
問
・
教
育
は
、

大
半
科
擧
を
目
的
と
し
て
居
る
。
故
に
登
第
者
の
多
寡
は
、
其
地
方
の
文
運
を

卜
す
べ
き
一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
へ
る
。
明
清
時
代
に
於
け
る
常
科
の

登
第
者
の
數
に
よ
つ
て
、
南
北
を
對
比
す
る
と
、
北
支
那
は
最
早
明
白
に
南
支

那
の
敵
で
な
い
。
清
朝
の
康
煕
時
代
や
乾
隆
時
代
に
、
天
子
の
特
別
の
思
召
で
、

博
學
鴻
詞
科
　
　
普
通
の
科
擧
（
常
科
）
に
對
し
て
、
之
を
制
科
と
い
ふ
　
　

と
い
ふ
を
開
い
て
、
天
下
非
常
の
人
材
を
召
募
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
成
績

を
觀
る
と
、
矢
張
り
南
支
那
の
人
材
が
遙
に
北
支
那
に
優
越
す
る
こ
と
を
立
證

す
る
。
康
煕
十
八
年
即
ち
西
暦
千
六
百
七
十
九
年
に
擧
行
し
た
制
科
は
、
一
等

二
十
人
、
二
等
三
十
人
計
五
十
人
で
あ
る
が
、
そ
の
貫
籍
を
調
べ
る
と
、
南
支

那
の
四
十
二
人
に
對
し
て
、
北
支
那
は
僅
に
八
人
に
過
ぎ
ぬ
。
乾
隆
元
年
即
ち

西
暦
千
七
百
三
十
六
年
の
制
科
は
、
一
等
五
人
、
二
等
十
人
計
十
五
人
で
、
そ

の
内
譯
は
、
南
支
那
の
十
四
人
に
對
し
て
、
北
支
那
は
僅
に
一
人
を
出
し
て
居

る
。
南
北
文
野
の
懸
隔
實
に
甚
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
文
化
の
み
で
な
く
、
戸
口
・
物
力
の
上
か
ら
觀
察
し
て
も
、
南
支
那
の
開
發

の
經
路
は
、
大
抵
同
樣
で
あ
る
。
明
代
の
『
圖
書
編
』
や
『
續
文
獻
通
考
』
に

據
る
と
、
天
下
の
總
戸
數
に
對
す
る
南
支
那
の
戸
數
は
、
略
左
表
の
如
き
割
合

で
増
加
し
て
居
る
。

　
王
朝
　
　
年
代
　
　
　
　
　
（
西
暦
）
　
　
　
　
割
合

　
西
漢
　
　
元
始
二
年
　
　
　
（
二
年
）
　
　
　
　
十
分
の
一

　
西
晉
　
　
太
康
元
年
　
　
　
（
二
八
〇
年
）
　
　
十
分
の
三
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唐
　
　
　
開
元
二
十
八
年
　
（
七
四
〇
年
）
　
　
十
分
の
四
弱

　
北
宋
　
　
元
豐
三
年
　
　
　
（
一
〇
八
〇
年
）
　
十
分
の
五

　
明
　
　
　
隆
慶
六
年
　
　
　
（
一
五
七
二
年
）
　
十
分
の
六

　
右
は
支
那
全
體
　
　
南
北
支
那
に
四
川
等
の
西
支
那
を
加
へ
た
る
　
　
と
、

南
支
那
と
の
戸
數
の
比
例
で
あ
る
。
若
し
南
支
那
と
北
支
那
と
の
戸
數
を
比
較

す
る
と
、
西
漢
の
元
始
時
代
に
、
北
支
那
の
九
百
萬
戸
に
對
し
て
、
南
支
那
は

約
一
百
萬
戸
に
過
ぎ
ざ
り
し
も
の
が
、
北
宋
の
元
豐
時
代
に
は
、
北
支
那
の
五

百
五
十
萬
戸
に
對
し
て
、
南
支
那
は
八
百
五
十
萬
戸
、
明
の
隆
慶
時
代
に
は
、

北
支
那
の
三
百
四
十
萬
戸
に
對
し
て
、
南
支
那
は
六
百
七
十
萬
戸
を
算
す
る
。

　
先
秦
か
ら
兩
漢
時
代
に
か
け
て
、
繁
華
な
大
都
會
と
い
へ
ば
、
北
支
那
に
限

つ
た
も
の
で
、
長
安
・
洛
陽
は
固
よ
り
邯
鄲






（
直
隷
省
）
、
大
梁
（
河
南
省
）

等
、
中
々
の
景
氣
で
あ
つ
た
が
、
南
方
の
開
發
す
る
と
共
に
、
揚
州
（
江
蘇
省

）
、
建
康
（
江
蘇
省
）
さ
て
は
杭
州
（
浙
江
省
）
、
蘇
州
（
江
蘇
省
）
等
、
南

支
那
の
大
都
會
の
繁
華
が
、
次
第
に
北
方
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
に
至
つ
た
。
唐

時
代
に
は
揚
一
と
い
ふ
諺
が
あ
る
。
揚
州
の
富
庶
全
國
に
冠
絶
す
る
意
味
で
あ

る
。
南
宋
か
ら
元
明
時
代
に
か
け
て
は
、
天
上
天
堂
、
地
下
蘇
杭
と
い
ふ
諺
が

あ
る
。
蘇
州
と
杭
州
と
の
繁
華
が
、
天
下
第
一
に
推
さ
れ
た
。
北
支
那
の
諸
都

會
は
最
早
之
に
對
抗
し
得
な
か
つ
た
。

　
物
力
に
關
し
て
も
、
『
書
經
』
の
禹
貢
を
見
る
と
、
支
那
古
代
の
田
地
を
、

上
の
上
よ
り
下
の
下
に
至
る
九
等
に
區
別
し
て
あ
る
が
、
北
支
那
の
田
地
は
、

上
等
又
は
中
等
を
占
め
、
南
支
那
の
田
地
は
、
下
の
下
と
か
下
の
中
と
い
ふ
劣

等
に
位
す
る
。
か
く
古
代
に
於
け
る
、
南
支
那
の
田
業
は
言
ふ
に
足
ら
ざ
る
有

樣
で
あ
つ
た
が
、
南
方
の
開
發
す
る
に
從
ひ
、
そ
の
農
耕
も
進
み
、
隋
唐
以
後

は
、
南
支
那
が
米
穀
の
本
産
地
と
し
て
、
北
支
那
は
却
つ
て
そ
の
供
給
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
つ
た
。
即
ち
唐
代
に
は
毎
年
約
二
百
萬
石
、
宋
代

に
は
約
六
百
萬
石
、
元
・
明
・
清
時
代
で
も
毎
年
三
四
百
萬
石
ほ
ど
、
南
支
那

か
ら
米
穀
の
供
給
を
受
け
ね
ば
、
國
都
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
支
那
の
運
河
は
、
南
方
の
米
穀
を
國
都
へ
漕
送
す
る
目
的
の
爲
に
、
開
鑿
さ

れ
た
も
の
が
多
い
。
故
に
長
安
・
洛
陽
・
開
封
・
北
京
と
國
都
の
變
更
す
る
毎

に
、
自
然
運
河
の
水
道
を
も
變
更
し
て
居
る
。
こ
の
漕
運
に
故
障
が
出
來
る
と
、

國
家
の
命
脈
に
直
接
の
影
響
が
及
ぶ
。
唐
の
徳
宗
の
時
、
暫
く
漕
運
の
阻
絶
せ

し
爲
め
、
長
安
は
饑
窮
に
迫
り
、
不
穩
を
極
め
た
が
、
や
つ
と
南
米
が
到
達
す

る
と
、
天
子
は
太
子
と
共
に
、
吾
父
子
得
生
矣
と
て
、
祝
杯
を
擧
げ
ら
れ
た
。

元
の
滅
亡
し
た
一
大
原
因
は
、
江
南
の
糧
道
を
絶
た
れ
た
故
と
傳
ふ
。
明
代
の

諺
に
、
江
（
江
蘇
）
浙
（
浙
江
）
熟
、
天
下
足
と
あ
る
。
支
那
全
國
の
食
料
問

題
は
、
殆
ど
南
支
那
の
豐
凶
に
據
つ
て
決
す
る
有
樣
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
南
支
那
の
開
發
は
、
秦
漢
時
代
か
ら
そ
の
緒
に
つ
き
、
晉
室
の
南
渡
に
よ
つ

て
、
急
に
そ
の
度
を
進
め
、
唐
・
宋
・
元
・
明
と
歩
武
を
續
け
て
、
遂
に
南
方

は
文
化
・
戸
口
・
物
力
す
べ
て
の
點
に
於
て
、
北
方
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。
支
那
の
學
者
は
、
こ
の
現
象
を
解
し
て
、
天
運
の
循
環
、
地
氣
の
盛
衰
に

歸
し
て
居
る
が
、
吾
が
輩
の
所
見
で
は
、
南
支
那
の
開
發
に
預
つ
て
力
あ
る
第

一
の
原
因
は
、
北
支
那
に
は
絶
え
ず
野
蠻
な
塞
外
種
族
の
侵
入
が
あ
り
、
之
と

共
に
優
秀
な
る
北
方
の
住
民
が
、
次
第
に
南
支
那
に
移
轉
し
た
こ
と
に
存
す
る

と
思
ふ
。

　
塞
外
種
族
は
何
時
も
北
支
那
へ
侵
入
し
、
ま
た
先
づ
北
支
那
を
占
領
す
る
。

北
支
那
人
は
南
支
那
人
に
比
し
て
、
遙
に
長
い
年
月
の
間
、
異
族
の
支
配
を
受

け
た
。
そ
の
自
然
の
結
果
と
し
て
、
彼
等
と
の
間
に
雜
婚
が
行
は
れ
て
居
る
。
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此
等
の
理
由
に
よ
り
、
北
支
那
人
は
餘
り
異
族
を
排
斥
せ
ぬ
。
燕
趙
地
方
　
　

大
體
に
於
て
今
の
直
隷
省
に
該
當
す
る
　
　
に
、
悲
歌
慷
慨
の
士
の
多
か
つ
た

の
は
、
秦
漢
時
代
若
く
ば
そ
の
直
後
の
時
代
の
こ
と
、
後
世
の
事
實
は
こ
の
傳

説
を
裏
切
つ
て
ゐ
る
。
金
の
世
宗
は
曾
て
燕
人
に
就
い
て
、

　
　
燕
人
自
古
忠
直
者
鮮
。
遼
（
契
丹
）
兵
至
則
從
遼
、
宋
人
至
則
從
宋
、
本

　
　
朝
（
女
眞
）
至
則
從
本
朝
。
其
俗
詭
隨
有
自
來
矣
。

と
評
し
た
。
こ
の
評
は
燕
人
に
限
ら
ず
、
廣
く
北
支
那
人
一
般
に
も
通
用
す
る

こ
と
が
出
來
る
。
絶
え
ず
異
族
の
侵
略
に
暴
露
さ
れ
て
居
る
北
人
に
は
、
此
の

如
き
冷
淡
な
る
態
度
　
　
旅
舍
の
主
人
が
行
客
を
送
迎
す
る
が
如
き
　
　
も
亦
、

一
つ
の
必
要
な
る
處
世
法
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
と
こ
ろ
が
南
支
那
と
な
る
と
、
頗
る
そ
の
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
茲
で
は
以

前
か
ら
異
族
排
斥
の
風
氣
が
強
い
。
南
宋
時
代
の
學
者
は
、
當
時
北
支
那
を
占

領
し
た
女
眞
種
族
の
金
に
對
抗
す
る
爲
に
、
盛
に
尊
王
攘
夷
説
を
主
張
し
た
。

宋
の
蒙
古
に
滅
さ
れ
た
時
、
ま
た
明
が
夷
狄
の
滿
人
に
併
呑
さ
れ
た
時
、
支
那

の
歴
史
に
稀
に
見
る
程
、
忠
義
の
士
が
奮
起
し
て
、
頑
強
に
抵
抗
を
試
み
た
。

こ
の
最
後
ま
で
戰
つ
た
忠
義
の
士
は
、
大
抵
南
支
那
人
で
あ
つ
た
。

　
國
家
や
種
族
を
愛
護
す
る
念
が
よ
り
強
く
、
知
識
も
よ
り
進
ん
で
居
る
、
且

つ
物
力
の
よ
り
豐
富
な
る
南
支
那
人
は
、
支
那
の
前
途
に
就
い
て
、
北
支
那
人

よ
り
重
要
な
る
位
置
を
占
む
べ
き
は
申
す
迄
も
な
い
。
支
那
今
後
の
興
廢
盛
衰

は
、
多
く
南
支
那
人
の
發
奮
如
何
に
關
係
す
る
こ
と
と
思
ふ
。
吾
が
輩
は
南
支

那
人
に
對
し
て
、
多
大
の
期
待
を
有
す
る
と
共
に
、
彼
等
が
そ
の
重
大
な
る
責

任
を
自
覺
し
て
、
支
那
人
一
流
の
徒
な
る
悲
憤
や
、
空
し
き
慷
慨
に
の
み
滿
足

せ
ず
、
進
ん
で
中
華
民
國
興
隆
の
爲
め
、
積
極
的
に
し
て
徹
底
的
な
る
方
法
を

採
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
八
年
四
月
『
雄
辯
』
第
十
卷
第
五
號
所
載
）
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